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平成 29 年 10 月 10 日
世界の広場への旅，そして
環境デザイン学科　准教授　金子友美
　2017 年 6 月に「世界の広場への旅」（彰国社）が出版された。これは 1990 年から 2005 年に芦川研究室で行われた全 19






　海外都市広場調査の中で，イギリスを訪れたのは第 19 回 2005 年である。このイギリス調査についての報告は，「イギ
リス都市広場形態についての考察」（学苑No.789,2006 年）を参照されたい。調査の中で，ロンドンでは特徴あるオープン
スペースを目にすることができた。すなわちガーデン・スクエアとミューズである。



























































































































アオ・カィン（Ao canh）（単位： cm） クアン（Quan）（単位： cm）
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た 2種のジャケットで検討した。重さの違いは平均 165 g（150〜185 g）である。この実験の範囲では，衣服重量の増加に
よる上肢動作時の筋負担の増加は若者にはみられなかったが，高齢者では有意に大きくなった。また，衣服と人体の間の
衣服圧の結果から高齢者では頸側部への負担が大きかった。これは，若者と高齢者の肩部形態の相違によると考えられる。
重い衣服を長時間着用することは，高齢者では頸側部への負担と筋負担の増加が懸念される。
4．おわりに
　動きやすい衣服パターンの設計から始まり，成長・加齢による運動機能の変化，着衣による動作拘束，若者と高齢者の
動作適応性評価へと研究を進めてきた。高齢者衣服の設計には肩部形態などの身体の立体形状情報の導入および高齢者の
動きやすさや着心地に関わる要因の解明が必要と考えられる。超高齢社会の中で，この分野の研究が進むことを願ってい
る。共同研究者の皆様，着用実験等にご協力くださいました皆様に心からお礼申し上げます。
